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女の人権が尊重され」（第 3 条）「性別による固定的な役割分担等がないこと」（第 4 条）
「国、地方自治体、民間企業等あらゆる分野の方針決定等に男女双方が参画し」（第 5 条）
「家庭にあっては男女が相互に協力し、社会の支援を受けながら、家族の一員としての役
割を果たす」（第 6 条）、「同時にこれらを国際的な協調の下に展開する」（第 7 条）を指













妻は非正社員という “ 性別社員分離 ” を生じさせてしまっていることを指摘している。
































ために、“ 固定的な性別役割分業の否定 ” が重要になっていると結んでいる。この記述は
重い。つまり日本ではまだまだ企業の都合に自分たちの生活を合わせることが求められる
社会であり、これを変える可能性が、男女雇用均等法や男女共同参画基本法であるから
だ。
　今日本ではあらゆる政策をジェンダーの視点で見直す必要があり、本書はまさにタイム
リーな本であり、多くの人に手に取って欲しい著書である。
 （おおさわ　まちこ：日本女子大学現代女性キャリア研究所所長）
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